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研究成果の概要（和文）：本研究は、フィジー諸島において2009年より導入されている「フィジー沿岸資源管
理」（FLMMA; Fiji Locally-Managed Marine Area）活動と2008年に起きたペンテコステ系キリスト教団体
（Covenant Evangelical Church of Fiji）によってフィジーの伝統儀礼用具が焼却された出来事を研究の対象
として、今日、フィジー社会において進展している環境運動が、在地の儀礼的秩序との関係において受容・実践
される、言語を介したディスコースとして生起していることを、現地調査で得られた語りの分析に依拠して明ら
かにする。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the Fiji Locally-Managed Marine Area (FLMMA) 
activities introduced in the district of Dawasamu, Fiji Islands, in 2009 and the burning of 
traditional Fijian ceremonial tools by the Pentecostal Evangelical Church of Fiji (Covenant 
Evangelical Church of Fiji) in 2008. Through analyzing the narratives obtained from the field 
research, the research elucidates that the environmental movement implemented in Fijian society 
today occurs as a linguistically/socioculturally-mediated discourse, being accepted and practiced in
 relation to the local ritual order. 

研究分野：文化人類学、言語人類学、環境人類学

キーワード： フィジー　環境　自然と文化　儀礼　キリスト教　ディスコース　海洋資源
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、環境を社会や政治、歴史との関係から考察するアプローチを超えて、さらに言語の使用を介して創ら
れるディスコースとして捉え、文化的知識やコスモロジーとしての「環境」それ自体の生成と変容の有り様を扱
うことにより、政治や政策、消費や権利等の問題に焦点を据えた環境研究の枠組みでは等閑視されてきた、言語
や文化的知識、儀礼や神話、コスモロジー等、通常、文化概念の中核に位置づけられる「意味／象徴」の問題と
環境の関係を明らかにし、文化的知識やコスモロジーとしての「環境」が、言語を介したコミュニケーションの
帰結として生成し変容するのかという点を指摘する点に学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
一般に「環境」を対象とする研究は、生態学、生物学、林学、工学といった自然科学系の学問
からのアプローチが主流であった。しかし、2000 年代を境にして、環境社会学や政治的生態学、
環境歴史学といった学流に代表されるように、「環境」や「環境運動」を、社会や政治、歴史と
の関連において理解しようとするアプローチが存在感を増してきた。こうした「環境の社会（学）
化」は、環境や環境運動が、本質的には人間と環境の関係性に纏わる、政治的、歴史的な現象と
して理解する必要性が認識されてきたことを示唆している。このような環境への社会学的アプ
ローチは、政府や企業、NGO や地域コミュニティといった社会主体間の力関係を前提とし、環境
運動の実施や政策の提言、土地・資源利用に伴って生じる主体間の対立、相互折衝の過程などに
焦点を当てた分析が一般的となってきた。しかし、政治や政策、消費や権利等の問題に焦点を据
えた近年の環境社会学の研究枠組みでは、言語、文化的知識、コスモロジー等、通常、「文化」
概念の中核に存在するとされる「意味／象徴」の問題と環境の関係は依然として正面から扱われ
ておらず、「環境」という知識・概念が、言語を介したディスコースとして、いかにして生成・
解釈されるのかという問題は等閑視されてきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「環境」を人間を取り巻く自然環境として一義的に捉えるのではなく、言語を介し
た相互行為を基点として、当事者たちによって「解釈」される文化的知識／コスモロジーとして
捉えている。そして、環境に関わる「解釈」が生成され、変容するプロセスを、相互行為や言語
使用の具体的な有り様に焦点を当てて分析することにより、これまで乖離してきた 1）生態学的
な環境研究と、2）文化的な環境研究を体系的に接合し、社会から、より文化的・言語的領域、
すなわち「意味／象徴」の問題へと環境研究の射程を拡大し、「言語・文化・環境」を包括的に
扱う領域横断的な人類学的研究の枠組みを拓こうと企図するものである。 
2007 年から継続的にフィジーを訪問し、ダワサム地域を対象とした調査を行ってきた。
その過程で、地域住民と環境との関係性に関して、幾つかの問題点が見出された。フィジー
にある南太平洋大学（Institute of Applied Science; IAS）は、2009 年暮れに、ダワサム地域
でワークショップを行い、当該地域での沿岸資源管理活動 FLMMA の実施が決定した。しかし、ダ
ワサム地域住民が FLMMA の実施に賛成した背景には、2008 年 4 月に当該地域にて、ペンテコス
テ系キリスト教団の一群が行った、儀礼用具を焼却するという出来事があった。同教団は、住民
が保有するフィジー土着の伝統儀礼用具が、土地と「悪魔」（tevoro）を結び付ける物体である
と訴えた。そして、3週間の村落滞在中に、民家から種々の伝統儀礼用具を収奪し、焼き尽くし
た挙げ句、そこに十字架を立てるという「土地浄化儀礼」（Healing the land process）を実行
した。当該村落住民は、この出来事が「土地の伝統を破壊し、神の怒りをかった。土地には悪魔
が蔓延り、海の魚が減った。」と認識し、2009 年に大学が勧める FLMMA の当該地域への導入に賛
成する根拠とした。 
 本研究は、こうしたダワサム地域住民による FLMMA（環境保護）の受容が、「資源管理」の実施
に留まらず、崩壊する土地の「伝統的秩序」を是正し、土地からの「悪魔祓い」を完遂しようと
試みた過程であったことを明らかにする。すなわち、地域住民は、1）社会的不安定や災厄の原
因を、「伝統の崩壊」や「神の怒り」、「悪魔の存在」として説明し、2）「環境保護」という新秩
序の受容が、地域の神話的秩序を復元すること、「伝統」の再生を図る行為であると捉えた。そ
して、3）「環境保護」を受け入れ、実践することを通して、「神の怒り」や「悪魔」が排除され
たと解釈したことを明確にした。以上によって、これまで「資源管理活動」として、社会文化的
な文脈とは切り離されて実践されてきたフィジーの環境保護運動と、現代フィジー社会の文化
的コスモロジーとの具体的な関連性を解明し、解釈行為を通した「環境」と「文化」が交差する
ディスコースの有り様を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では主に、フィジー諸島ダワサム地域、並びに、スヴァ市、ナウソリ市において、以下
の 2点に焦点を当てた現地調査を実施した。また、適宜、南太平洋大学パシフィックコレクショ
ンや政府機関（「先住民所有地漁場委員会; NLFC」、「フィジー言語文化研究所; FILC」など）に
て、関連する文献資料や統計資料の収集を行った。 
 
1）「フィジー沿岸資源管理」（FLMMA; Fiji Locally-Managed Marine Area)： 
 スヴァ市にある南太平洋大学の IAS（University of the South Pacific, Institute of 
Applied Science）にて、ダワサム地域でワークショップを主催した研究員（Isoa Koroi Waqa
氏等）へのインタビューや、そこで使用された資料の収集を行い、南太平洋大学側が、「伝
統」や「神話」、さらには「悪魔」などの概念をどのように駆使して、FLMMA 実施の利点を
地域住民へ説明したかについて分析を行った。また、ダワサム地域住民側がワークショップ
後に行った、FLMMA 導入の是非に関する論議において、「伝統」の崩壊や「悪魔」の存在、



あるいは、2008 年に起きたペンテコステ系キリスト教団体による伝統儀礼用具焼却事件が、
どのように参照されたかについて、当該地域のナタレイラ村での参与観察を通じた古老等
へのインタビュー調査の分析によって明らかにした。 
 
2）キリスト教団体（Covenant Evangelical Church of Fiji）による伝統儀礼用具焼却： 
 2008 年 4 月に、ダワサム地域のナタレイラ村において伝統儀礼用具を焼却した、ペンテ
コステ系キリスト教団体の組織概要、設立趣旨、活動内容について、同団体の創設者
（Vuniani Nakauyaca 氏）へのインタビュー、同団体に関する資料収集に依拠して調査した。
また、同団体がナタレイラ村において、3週間の滞在中に行った伝統儀礼用具の焼却を通し
た「土地浄化儀礼」の一部始終を明瞭にした。さらに、その儀礼のプロセスにおいて、フィ
ジー土着の伝統・神話的世界観とキリスト教的視点が、村落住民へどのように語られ、伝統
儀礼用具の焼却が正当化されたのかについて、ナタレイラ村を拠点とした当該地域での参
与観察を通して分析した。 

 
４．研究成果 
本研究では、フィジーにおける環境運動の特徴を、提唱者側の視点のみならず、それを実際に
実践する地域住民側の視点にも注目し、環境運動が在地で共有されている文化的コスモロジー
によって意味付けプロセスを明らかにした。それによって、環境社会学や環境歴史学、政治生態
学に代表される、社会学的問題群との関連から環境を分析する従来の研究枠組みを拡大し、言語、
知識、コスモロジーなどの「文化」的問題系を分析の射程に収めた。以上によって、従来は文化
的問題系とは切り離されて実践・研究されてきたフィジーの環境運動と、サーリンズ以来、オセ
アニア文化研究における中心的テーマを成してきた「神話」、「伝統」、「キリスト教」などの人類
学的諸議論との関連性を、具体的に解明した点に本研究の成果がある。 
 また、多くのコミュニティにとって、環境運動とは社会文化、歴史といった特定の文脈に根ざ
して実践される活動としての性格を持っている。そのため特定のコミュニティにとって「効果的」
で「持続可能」な環境運動を推進するためには、当該コミュニティの社会文化的コスモロジーの
中で、いかにして環境運動が実践されうるのかを精緻に考察することが求められる。本研究は、
社会や文化を考察の射程に含めない環境研究、「環境」という視座を度外視した社会文化研究、
これら両者を架橋し、双方における不十分な点を補完することを通して、環境運動が持つ社会文
化的側面を包括的かつ実証的に明らかにし、より実質的な環境運動の在り方を提示しうる点が、
本研究の意義として挙げられる。 
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